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は じ め に

神戸市北区から三田市に開発 された神戸三田国際公園

都市の中で,開 発面積598ha,計 画人 口48,000人 と最大

規模であるウッディタウソは,住 宅 ・都市整備公団(以

下,公 団と略す)が 新住宅市街地開発事業によ り開発 し

た もので,昭 和62年,街 び らぎに至っている.あ か しあ

台は ウッディタウソにある4住 区の内のひとつで,あ か

しあ台自治会は,ウ ッディタウソで最初に設立 された自

治会である.

自治会は,地 域を代表する組織として一般的に位置づ

けられてお り,住 民参加のまちづ くりをめざす組織に参

加を求められることも多い.し か し,自 治会組織の形態・

しくみは様々で,活 気を失っていた り,地 域の意向を把

握できていない組織 も目立っている.様 々な外的要因は

あるものの,組 織の運営方法にも大きな問題があるもの

と考えられる.あ か しあ台 自治会は,三 田市内でも活動

がさかんであることで際だ ってお り,そ の活動内容や運

営方法には多 くの示唆があるものと考えられる.そ こで

本報告では,あ か しあ台 自治会発足初動期の活動を支え

た しくみを分析 し,今 後の自治会の運営方法を再考する

ことに役立てることを 目的としている.

研 究方 法

自治会が発行 している広報誌 「あか しあ」創刊号(平

成元年8月 発行)か ら18号(平 成9年3月 発行),第1回 か ら

第9回 定時総会議案書,自 治会規約といった資料をもと

に自治会及び各専門部会の活動内容,組 織構成を把握 し

た.さ らに,発 足から初動期のプロセス,運 営方法など

を初代事務局長から,活 発な活動を支えた要因などにつ

いて,3人 の初代専門部会長か らピアリソグを行った.

調査 結 果

1.組 織の概要

あか しあ台 自治会は,平 成元年に小学校区を区域と し

て設立された.設 立当初,89戸 の会員数からスター トし,

平成3年 には1,150戸 と急激な増加を示 し,平 成9年 の4月

現在では1,963戸 になっている(図1参 照).自 治会は,全

戸加入が一般的であるが,あ か しあ台では,そ れぞれの

意志を尊重 し任意加盟制に している.平 成9年3月 末現在

の世帯数は,2,499戸(住 民基本台帳による)で あるので,

図1会 員世帯数の経年変化
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図2組 織構成

約79%の 世帯が自治会に加入 していることになる.比 較

的転出入の多い賃貸住宅において,自 治会加入率が低い

傾向にある.

組織構成は,図2の 通 りで,班 は10戸 を基本 として,

地区は10班 を基本として構成され,班 委員は輪番制で,

地区委員は班委員の中から互選で選ばれ,地 区委員の中

か ら役員が選出される.ま た,役 員は毎年選出す るが4

選を限度 としている.

自治会費は,設 立当初は,500円/月 であったが,住 民

からの要望により,平 成8年 度か ら5,000円/年 と減額 し

ている.平 成9年 度予算案において,収 入は会費収入 と

三田市からの委託料,補 助金,前 年度繰越金などで約1

千900万 円になる.

2.発 足か ら初動期の組織形成プ ロセ ス

ある住宅の庭にアマチュア無線用鉄塔(最 高30m)が 立

ち,周 辺住民による撤去運動がは じまり,そ の問題解決

後,住 環境保全の必要性から自治会設立の動きへ と発展

した.あ か しあ台を含むウッデ ィタウソには,入 居が始

まる前の昭和61年 か ら地区計画が定められている.地 区

計画では,建 築物用途,敷 地面積 ・建築面積の最低限度,

建築物の高 さ,壁 面位置,建 築物に掲げる広告物や屋根

勾配などの意匠の制限,か きや棚の構造制限が定められ

ている.そ のため,一 定の住環境が保全 されてはいるも

のの,地 区計画のルールにない住環境改変が起こった場

合の対処の必要性を感 じたことが発端である.約3ヶ 月

間に,7回 の設立準備委員会,4回 の規約作成部会,「 あ

か しあ台自治会設立に向けて」第1号 ～3号 の発行等の準

備作業を経て,平 成元年7月 に設立総会が開かれている.

設立当初の役員12名 の内,50代2人,40代7人,30代3

人 と,団 塊の世代を中心 とした若いメソバーで,役 員自

身 も設立当初のパワーの源のひとつを若 さであると答え

ている.役 員の職業は9人 が会社員(事務系5人,技 術系4

人),自 営業1人,学 校教師1人,医 師1人 で,パ ソコソ技

術,労 務管理,建 築設計など,そ れぞれの職場での能力

が 自治会運営にも活かされ,効 率的な作業,ス ムーズな

会議運営,多 彩な活動内容が実現 している.

自治会活動に参加 した理 由を3人 の初代専門部会長は

いずれ も初代事務局長に誘われたためと答えている.ま

た,設 立当初に活動が盛んに行われた要因として,全 員

が 「何 もないところに組織をつ くる楽 しさ」をあげてい

る.ま た,発 足か ら初動期に関わ った感想として,「 今

まで自治会運営について言えなかったこと,で きなかっ

たことができた」という内容 もあり,既 存の組織が全 く

ないニュータウソにおげる組織形成の特徴が現れている.

その他の感想として,「 利害関係がないところで,ひ と

つの 目標に向かって,創 意工夫 しながら熱中できたこと

が楽 しかった」 「異なる部門や外部の人を説得す る技術

を得るなど仕事に もプラスになった」 「いろいろな人と

知 り合いになれて,老 後 も楽 しみだ」など,発 足から初

動期で非常に忙 しかったものの,充 実 していた ことがわ

かる.

設立当初の役員間の議論か ら,区 域を小学校区にする

ことが決められている.一 般 的に自治会が形成 される町・

地 目レベルの規模は,あ か しあ台における班や地区に相

当する.「 平成9年 度あか しあ台 自治会地区委員 ・班委

員会務手引書」によれば,広 報などの回覧 ・配布,自 治

会費の集金,グ リーソ・クリー ソ・デーや夏祭 りの手伝

いなど日常のルーチソ ・ワークは班委員,地 区委員が行っ

ているが,組 織全体及び各部会の活動方針などは小学校

区 レベルで決められてお り,活 動の中心は小学校区で展

開 しているといえる.会 員戸数が増えるにつれ,会 員の

意向が自治会活動に反映できていないのではないかとい

う危惧から,平 成4年 度か ら地区活動費 として地区での

集ま りに対 して1,000円/人 を支給 し,そ の会議内容記録

を提出するというしくみをつ くり工夫 している.

また,設 立当初の役員間の議論か ら,婦 人会,子 供会

をつ くらないことも決めている.役 員の多 くが従前の居

住地での経験から必要ないと考えたためであるが,平 成

2年度に自治会の中につくられた婦人文教部はそれ らの

代替機能を果た している.

3.活 動 内容

(1)役 員会,運 営委 員会の活動

表1～3は,役 員会,運 営委員会の活動 と各専門部会の

活動内容一覧で,自 治会が設立された平成元年度,都 市

計画部会が発足 した平成3年 度,最 近の平成8年 度を取 り

上げている.

設立当初は,役 員会,運 営委員会ともに月に1～2回 の

頻度で行われている.こ れ らの回数は減少 し,平 成8年

度には2ヶ 月に1回 になっている.設 立か ら3～4年 は,各

専門部会に分かれて,部 会の活動内容を検討するのでは

なく,役 員全員で各専門部会の活動内容を検討 してお り,

様々な立場か らの意見が出て,活 発な議論が展開 してい

る.発 足から3～4年 は,開 発の動 きが非常に大きく,人



表1自 治会活動一覧(平 成元年度)

口が急増 している時期であ り,社 宅,民 間マソショソ,

沿道型商業施設を含むあか しあ台では,大 きな問題が多

くあったことが予想され,役 員全員の議論が重要であっ

たと思われる.他 方,開 発が一段落 し,そ れぞれの部会

の活動 も軌道に乗った現在は,活 動の多くがルーチソワー

ク化 している.最 近の活動について,「 各部会に分かれ

て効率的にはなったが,あ ま り議論 しなくなって,活 動

がマ ソネ リ化 して楽 しくないのではないか」 とい う役員

の指摘 もある.

現在の役員会におげる最大の課題は,入 居者の世代に

偏 りがあるため一斉 に迎える高齢化社会である.自 治会

全体の課題として,調 査検討が進められてお り,自 治会

による老人ケア施設運営等のアイデ ィアも出ている.

また,年 間最大行事である 「あか しあ台夏祭 り」(平

成3年 度～)は 役員を含む20人 あま りで構成 される実行委

員会が運営する.主 たるメソバーは役員OBで メソバー

の変動は少ない.こ の祭 りが,地 区委員,班 委員が一堂

に会す る唯一の機会である.

(2)都 市計画部会の活動

都市計画部会では,マ ソシ ョソ建設,社 宅建設,店 舗

開業,道 路工事等公共工事において,開 発側である企業,

行政,公 団と住民の間に入って,情 報提供から協議のた

めの調整,協 定書 ・誓約書などルールづ くりの支援まで

を行 っている.こ の活動は,「 自分たちが知らない間に

まちが変わって しまうのはいやだったので,自 分たちか

ら能動的に行政等に働きかけたい」という思いから始まっ

ている.設 立当初は,環 境部会がその役割を担っていた

が,需 要が高ま り,初 代環境部会長が初代都市計画部会

長 となって,平 成3年 度に発足 している.開 発が一段落

した平成7年 度で廃止 され,以 降,役 員会がその役割を

担っている.

調整にあた って,自 治会側は,開 発側 と当事者である

住民の間に中立の立場で望んでいる.住 民による日照や

騒音等に関わる過度な権利主張は,都 市計画部会長がた

しなめる場合などもあ り,調 整役として柔軟な対応を行っ

ている.5年 間の活動の概要は表4の 通 りである.単 に口

頭説明で処理 されるものもあったが,協 議が滞る場合な

どもあ り,大 きな問題の場合は,役 員会のバ ックア ップ

を受けている.自 治会会長,副 会長,事 務局長,都 市計

画部会長は,情 報収集や議論のために,日 常的に公団,

三田市の担当部局を訪れ,関 係を密に保っている.

マソショソ建設,社 宅建設などに伴 う誓約書策定のた

めの協議は,ま ず,自 治会に提供 された開発に関わる情

報を,直 接利害関係の発生す る住民(関 係範囲は広めに

設定)に 提供 しつつ,開 発側に説 明会を求め,関 係す る

住民に案内す る.そ の後,地 元で対策委員会をつ くり,

誓約書の内容を検討する.そ の委員会に会長,都 市計画

部会長が参加 し協議を調整する.た だ し,こ れ らの方法

は基本的なものであり,自 治会が関わ らずに個人的な交

渉で解決される場合など様々な形態がある.

次に協定書策定において,主 たる内容である安全対策

については,地 域全体に関わることであるため,役 員会

で内容を検討する.利 害が絡んで くる場合は,協 定書策

定 と同様のプロセスを踏む.

(3)防 犯部会の活動

防犯部会は自治会発足当初か らあるが,平 成2年 度に

防犯交通部会と改称 している.沿 道型の商業施設周辺中

心に起こる路上駐車対策が最 も大きな課題であった.住

民に対する路上駐車に関するアソケー トを行い,三 田市

や当該商店会に申し入れを行 っている.

(4)環 境部会の活動

環境部会は,自 治会発足当初に公園や街路など公共空

間の雑草処理の必要性か ら生まれている.年5回,三 田

市主催で行われるグリーソクリーソデイ(清掃奉仕)で は,

当初,自 分の庭の草引きや家の前の掃除など,身 近なと

ころか らは じめましょうという参加の呼びかけを行い,

より多 くの参加を募 る工夫を行 っている.そ の他,平 成

2年 度から月1回 の リサイクルデイ(古 紙回収),平 成3年



表2自 治会活動一覧(平 成3年 度)

度から月1回 の空きビソ回収が開始 され,継 続 している.

雑草処理か ら端を発 して,リ サイクルへ と活動範囲を広

げて発展 している.

(5)施 設管理部会 の活動

三田市では,ホ ロソピア'88開 催時に恒久施設 として

つ くられた婬物をあか しあ台 自治会の意向を反映 しつつ,

地域の コミュニテ ィハウスとして改装 し,平 成2年 度に

オープソさせている.施 設管理部会はその運営組織 とし

て発足 している.コ ミュニティハウスは,役 員会,運 営

委員会などが行われるなどあか しあ台自治会の活動拠点

であ り,平 成9年4月 現在で,表5の ような活動が行われ

てお り,大 集会室(90m2),10畳 の和室2室,研 修室(70

m2)の 稼働率は100%に 近い.現 在,祝 日を除 く全 日,

自治会で雇用 している事務員1名 が9:00～17:00に 常駐

している.こ のように常駐する人員を確保する自治会は,

三田市内ではあか しあ台のみである.事 務員は自治会の

窓 口として重要な機能を果た している他,回 覧等のとり

まとめ,郵 送物発送などを行い,自 治会長の事務負担を

軽減 してきている.

(6)婦 人文教部会

婦人文教部は平成2年 度に発足 している.あ か しあ台

では,既 存の地区に多 く見 られる自治会 とは独立 した婦

人会,子 供会を設けていない。 しか し,そ れらの機能の

一・部は,自 治会内にある婦人文教部会が担 っている.平

成7年 度には婦人部 と文教部に分離 し,婦 人部は,料 理

講習会を中心に,文 教部は,コ ミュニティハウス内に子

供文庫を開設 し,そ れを活用 したイベソ トを中心に子供

を対象 とした活動を展開 している.そ れぞれ,一 部では

あるが,従 来の婦人会,子 供会の機能の一部を担ってい

る.

(7)そ の他 の専門部会の活動

上記以外の専門部会には,広 報部会,住 民間の コミュ

ニケーショソを深めるための活動を中心とした文化部会,



表3自 治会活動一覧(平 成8年 度)

表4都 市計画部会の活動内容



表5コ ミュ ニテ ィハ ウ スを利 用 した活 動

体育部会がある.そ の活動の概要は表1～3に 示す とお り

である.初 代文化部会長は,ニ ュータウソ外の三田市住

民との交流を図ることを大きな 目標 として,も ちつき大

会に際 して,三 田農協や青年部の協力を得て,イ ベソ ト

を盛 り上げる工夫を行っている.文 化部会,体 育部会で

は,経 費節約,担 当者の負担減などを理由に,行 事は少

な くなってお り,も ちつき大会などもなくなっている.

考 察

あか しあ台 自治会は,既 存 自治会のないニュータウソ

にできた ことや,区 域を小学校区と広 くしたことなどの

特殊性はあるものの,発 足初動期の活動内容 ・運営方法

を把握 した結果,今 後の 自治会の運営方法を再考する上

で役立つ要因として以下の点が明らかになった.

1.若 い世代 による自治会運営

発足当初の役員の年代が40代 を中心とした若い世代で

あったことは,あ か しあ台の自治会活動が発足初動期に

活発であった ことの大きな要因であった.仕 事の関係で

も自治会活動に時間をとりやす く,意 欲的に活動を行っ

ている.逆 に現在では一斉に皆が勤務先で役職に就 くな

どして仕事が忙 しくな り,地 域での活動をす る余裕がな

くなっていることは,活 気が失われていることにつながっ

てお り,現 在の課題にもなっている.若 い世代が活動の

中心になるよう意識的に世代交代を図ることは組織活性

化のための一要因であると考える.

2.自 発的 な合意形成 と柔軟な意志 決定 の しくみ

自治会発足当初の役員間の議論から,組 織全体にかか

わる重要なことが決められている.強 制加入ではな く,

住民それぞれの意志を尊重 し任意加盟制に したこと,区

域を小学校区に したこと,役 員の任期を4年 として地域

の リーダーが固定 しないようにしたこと,婦 人会,子 供

会をつ くらないことなどである.既 成の概念にとらわれ

ず,新 しい枠組みが発足当初の メソバーの議論によって

自発的に合意形成されている.今 後,地 域で問題が発生

した場合にもこのような合意形成のしくみが活用 される

ことが期待できる.ま た,新 しい ものを創 り出したこと

は役員の満足感につなが り,初 期の活動を活性化させる

要因ともなっている.

さらに,合 意形成された内容を見直す動きも見られる.

区域を小学校区に した ことについては,平 成9年3月 に

「平成8年 度あか しあ台 自治会総合アソケー ト」を行い,

組織の規模について全会員の意向を把握 してお り,現 在

集計中である.ま た,婦 人会,子 供会をつ くらなかった

ものの,住 民の意向を反映 し,そ の代替機能を自治会内

の婦人文教部にもたせ,さ らに婦人部,文 教部 と分割 し,

それぞれ従来の婦人会 と子供会の一部の機能を担 ってい

る.実 状に即 した見直しが可能な柔軟な組織運営がなさ

れている.

以上の ように地域で 自発的に合意形成できるしくみ,

状況に柔軟に対応できる しくみは,組 織の規模や既存組

織の有無にかかわらず,地 域を代表す る自治組織にとっ

て重要な要素であると考える.

3.役 員会による全体調整

初動期に,開 発が急テソポですすみ,地 域で取 り組む

べき課題が次々と生 じていたため,専 門部会に分かれず

に,役 員会で全体の活動内容を議論 していたことも,発

足初動期が活発であった大きな要因であった.様 々な能

力をもった役員達が参加することによって,多 くのアイ

ディアが出され,活 動を多彩に展開 している.ま た,忙

しい専門部会や,住 民や行政等との調整など困難な問題

にぶつかった専門部会を役員会でフォローす るしくみ も

あった.し か し,活 動が軌道に乗ると専門部会毎に活動

を展開するようにな り,活 動がルーチソワーク化 し,活

気が失われる傾向がある.全 体を調整する機能を もった

役員会の存在意義は大きく,活 気を持続 させるためにも

重要である.

4.行 政 と住民間の調整機能

開発の動ぎが大きかった時期に,都 市計画部会が果た

した新規開発等に関する調整役の役割は意義深い.開 発・

行政側 と住民の問で中立の立場をとった ことや,日 常的

に三田市や公団との連携 ・協力を保っていることなどが,

協議をスムーズに運ばせている.一 般的な自治会の規模

である町 ・地 目レベルでは利害が共通化 しやす く,こ の

ように客観的 ・中立的立場をとりに くいことが多いと考

えられるが,自 治会の規模が小学校区であったことが客

観的 ・中立的に調整を行 うことを可能に している.

あ と が き

今後のあか しあ台における自治会活動の展開の方向と

して以下を提案する.

あか しあ台では,居 住者の世代の偏 りから一一斉にすす



む高齢化による課題が生 じることが考えられる.自 治会

では,会 員世帯が多 く,予 算規模 も大きいため,高 齢者

ケアのたいへんさを多 くの住民で負担する しくみを工夫

することや,コ ミュニティハウスに老人ケアのためのサー

ビスや施設を付加することなどが考え られる.自 治会 レ

ベルで議論 し,柔 軟に意志決定で きるしくみによって,

行政 レベルで行 う老人ケアサービスよりもこの地域に即

したきめ細かなサービスを行 うことが可能であり,コ ミュ

ニティハウスの運営ノウハウや常駐事務員の配置は,地

域独 自のケア施設運営に有効に活用されることが期待で

きる.

また,自 発的な合意形成 と柔軟な意志決定の しくみや,

全体を調整する役員会,行 政 と住民間を調整する都市計

画部会が機能 していた しくみによって,地 域の問題に対

応するだけでなく,地 域の将来像を構想 し,新 たなまち

づ くり活動を展開することも考えられる.前 述の高齢化

社会に向けた活動もそのひとつとしてあげられる.そ の

他,自 治会が発足 したきっかけが,地 区計画だけでは守

りきれない住環境を 自分たちで守ろうとしたことであっ

た という経緯を重視すれば,「 住環境保全に関わるルー

ルづくり」を地域性や住民の意向に沿 ってつ くりだす活

動を自治会で展開することも考えられる.一 方,こ のよ

うなまちづくり活動への展開は,発 足にかかわった次の

代以降が主体になって議論 し何かを生み出す もので,活

気のある活動を持続 させることに もつながるものと考え

る.
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